
　　令和4年度学校評価表

学校法人星生学園  佐賀星生学園

 最終評価
評価項目

評価項目 評価項目
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価） 実施結果 評価 意見や提言

目的等に沿った学校運営方針が策定
されているか

「ほぼ適切」と回答した者
の割合８０％以上

4  3  2  1

運営方針、目標については各人の意識を強化している。

4  3  2  1

向上している。

今後も継続するために必要な事項は何かを押さえてお
く。

事業計画に沿った運営方針が策定さ
れているか

「ほぼ適切」と回答した者
の割合８０％以上

4  3  2  1

事業計画の運営方針の策定は概ねできたが、一部見直
しが必要。

4  3  2  1

見返す事業を明確にし、方策を全職員で共通理解する。

さらなる良い運営を期待している。

（生徒・保護者１，１０）
（職員１，４，５）

教育活動に関する情報公開が適切に
なされているか
（学校案内パンフレットの内容、学校見
学の時期、内容等）

「ほぼ適切」と回答した者
の割合８０％以上

4  3  2  1

学校説明会、オープンスクールは回数や時期ともに充
分考慮し行っているが、SNSでの発信が不充分であっ
た。ブログの鮮度が悪くなってしまった（スピード感がな
い）

4  3  2  1

必ずしもすべての人が足を運ぶとは限らない。情報発信
の有効手段を模索していく。

ハラスメントの防止・対策（マニュアル
の作成）
相談窓口の設置及び周知と適切な対
応

「ほぼ適切」と回答した者
の割合８０％以上

4  3  2  1

ハラスメント対応マニュアル作成し、職員へ配布周知し
た。また、相談窓口（男女２名）も周知した。
県主催のハラスメント防止研修会への職員参加を初め
て行うことができた。

4  3  2  1

教育現場においてあってはならない行為であることを所
属職員に機会あるごとに徹底を図る。

教育理念に沿った教育課程の編成・
実施方針が策定されているか

授業について、「適切」と
回答した生徒の割合８
０％以上 4  3  2  1

外部講師によるセミナーを開催した。
ジェンダー理解につながるセミナーなど初めてのテーマ
にも取り組むことができた。 4  3  2  1

個々の見方、考え方を深め広めるためにも多方面との協
力体制を整えていく。

生徒が、自他の生命を尊重する心、他
者への思いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊かな心を
身に付ける教育活動

授業について、「適切」と
回答した生徒の割合８
０％以上 4  3  2  1

今年度は暴排講話、ジェンダー理解講話、救命救急講
座などの外部からの対面教育活動を多く取り入れること
ができた。 4  3  2  1

幅広い教育活動で良い。

他者とのかかわりがコロナ禍により減少していることを踏
まえ、今後も継続することが望まれる。

授業評価の実施・評価体制はあるか 「ほぼ適切」と回答した者
の割合７０％以上

4  3  2  1

今年度は試験的に商業教科目を実施した。実施後、課
題等を検証し、来年度全面実施に向けて準備する予
定。
全体の評価体制整備は令和５年度の課題として残る。

4  3  2  1

課題とされる点は何か、解決策は何か、職員間の協議
及び関係機関との連携を図る。

各学校行事について適切に計画・実
施されているか

「ほぼ適切」と回答した者
の割合８０％以上

4  3  2  1

状況に応じて、日程の変更等対応している。
各行事の実施前に要項を作成し、職員間で綿密に共通
理解を図り実施している。 4  3  2  1

コロナ禍の中、体験活動が不足していると思われるの
で、できる限りの実施をお願いしたい。

生徒と相談する体制が整備・機能して
いるか

「ほぼ適切」と回答した者
の割合９０％以上

4  3  2  1

担任裁量にて、必要に応じ生徒へのヒアリング相談を
行っている。機を逸さず問題に対応できるように、職員
間で常に事前共有を行い、チームであたるようにしてい
る。

4  3  2  1

担任、副担任、教育相談担当のみならず、スクールカウ
ンセラー等の活用で生徒の悩みへの対応をしてもらう。

保護者と適切に連携しているか 「ほぼ適切」と回答した者
の割合８０％以上

4  3  2  1

各担任は、前期より保護者の声を受け止め傾聴する姿
勢が向上してきた。保護者の悩みや求める解決を上司
にも報告ができている。 4  3  2  1

「報・連・相」は組織の中で重要なことと考える。今後も
チームとしての星生学園を継続してもらいたい。

生徒の安全管理（災害共済保険、発
達障害のある生徒等への支援など）

「ほぼ適切」と回答した者
の割合８０％以上

4  3  2  1

学内イベントや校外活動のすべてにおいて、生徒の安
全確保を第一にした考えで計画できている。
日常の生活についても、職員内で情報共有がよくできて
いると評価できる。 4  3  2  1

生徒一人ひとりをよく知ることが大切かと思われる。情報
の共有をこれからも密にしてもらいたい。

進学・就職指導の取り組み、支援体制
は整備されているか

「ほぼ適切」と回答した者
の割合８０％以上

4  3  2  1

進路ガイダンスに加え、１，２年生にも進路学習の授業
を計画し、進路決定等に必要なことを伝えた。
2年次の冬に進路進路に関する三者面談を設定し、早い
段階から進路意識の向上を図った。
就労の形態（一般や福祉）によって本人の特性との適性
などが困難。

4  3  2  1

インターンシップ（職場体験）を受け入れてもらえる企業
の発掘なども必要になるかもわからない。

施設・設備は、教育上の必要性に十
分対応できるように整備しているか

「ほぼ適切」と回答した者
の割合80％以上

4  3  2  1

一部生徒へのオンデマンド授業と全体へのオンラインア
ンケートを実施した。
LMS（学習管理システム）の導入も完了している。
次年度、試験的に一部教科でのペーパーレス授業を実
施する予定。

4  3  2  1

現代社会において当然身に着けておくべき重要な能力と
思うが、書く、話す、伝える等の基本も大切である。

環境が素晴らしい。

防災に対する体制は整備されている
か
（ハザードマップの掲示、防災訓練等）

「ほぼ適切」と回答した者
の割合８０％以上

4  3  2  1

11/14防災訓練（火災）を実施した。
新校舎の消防計画を作成し、消防書に提出済。

4  3  2  1

自分の身は自分で守る。
日常生活での危険回避能力の育成も必要である。

学校の教育資源や施設を活用した社
会貢献・地域貢献を行っているか

「やや適切」以上と回答し
た者の割合半分以上

4  3  2  1

ボランティア活動（ハンドベルチームの施設慰問）で社会
貢献、地域貢献を行った。

4  3  2  1

意識の定着が図られるよう繰り返し、工夫と改善を行う。

生徒のボランティア活動を奨励、支援
しているか

「やや適切」以上と回答し
た者の割合半分以上

4  3  2  1

学校教育活動の一環としてボランティア活動に参加して
いる。
個人のボランティアについても掲示板等で紹介・啓発を
しているが実績としてあまり参加ができていない。しか
し、個人のボランティア啓発を意識的に行うよう二なって
きたところは評価できる。

4  3  2  1

機会あるごとに意図的・計画的に実施されればと思う。

一人ひとりを大切にする教育体制を構
築する

「ほぼ適切」と回答した者
の割合８０％以上 4  3  2  1

一人の生徒も不満評価項目に最低がつかなくなって初
めて評価４といえる。 4  3  2  1

入学を志願する生徒数を増加させる 1学年2クラスを維持する
4  3  2  1

ウイーク出願者数は開校以来最大数となった。
教員数増も目途がついてきた。 4  3  2  1

重点目標

 総合評価・
 次年度への展望

・目標を概ね達成することができた。
・鍋島地区へ移設して1年目であり、地域住民に対して本校存在の周知がまだまだ不十分であったことから、次年度の課題として積極的に取り組んでいきたい。
・次年度は次の4つのことに重点的に取り組む。
                        （生徒一人ひとりを大切にする学年　・学級運営の充実・授業改善による授業力の向上　・進路意識向上による進路目標の実現　・積極的な情報発信と地域貢献）

学校運営

教育活動

（生徒・保護者２，４，６，７）
（職員２，６）

生徒支援

（生徒・保護者３）
（職員９，１０）

生徒指導等

（生徒・保護者８）
（職員８）

教育環境

（生徒・保護者６）
（職員７）

社会貢献
地域貢献

（生徒・保護者９）
（職員３)

多様な考えを持つ生徒一人ひとりにこれからも寄り添い
ながら支援を継続してもらいたい。

早期に教員増を望む。

達成度（評価）
 4：適切
 3：ほぼ適切
 2：やや適切
 1：不適切

 学校教育目標

最終評価 学校関係者評価

個人の自立のないところに社会における自立はないことを念頭に置き、弾力のある人間性を育成する「教育のユニバーサルデザイン化」を構築する
・人と物を大切にする　　  　　　　　  『人の話をよく聞き、人のために時間を使う。ものを粗末にしない。』
・競争しない　               　　　　　   『同じ土俵で比べない。自分のペースと良さを生かす。』
・自分の限界を自分で決めない   　『「どうせ・・・」ではなく、「どうする」と対策を練る。』

・一人ひとりを大切にする教育体制を構築する。
・入学を志願する生徒数を増加させる。

 成果指標

  重点目標


